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投
票
で
き
る
人
は

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の

投
票
は
、
選
挙
権
が
あ
る
だ

け
で
な
く
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

今
回
の
同
選
挙
で
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人
は
、

住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
次
の
資
格
の
あ
る
人

で
す
。

年
齢
＝
昭
和
６２
年
７
月
３０

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

住
所
＝
平
成
１９
年
４
月
１１

日
以
前
か
ら
本
市
に
住
所
の

あ
る
人
ま
た
は
転
入
届
を
提

出
し
た
人
。
ま
た
、
平
成
１９

年
７
月
３
日
（
転
居
届
出
の

日
）
ま
で
に
本
市
内
で
転
居

し
た
人
は
新
住
所
地
の
投
票

所
で
、
７
月
４
日
以
降
投
票

日
ま
で
に
本
市
内
で
転
居
し

た
人
は
、
前
住
所
地
の
投
票

所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

入
場
券
お
忘
れ
な
く

選
挙
管
理
委
員
会
は
、
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
の
公
示

日
（
７
月
１２
日
）
か
ら
順
次
、

投
票
所
入
場
券
の
郵
送
し
ま

す
。
す
べ
て
の
有
権
者
に
発

送
す
る
た
め
、
手
元
に
届
く

ま
で
に
数
日
か
か
る
こ
と
が

あ
り
、
家
族
で
も
別
々
に
届

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

同
券
は
、
投
票
所
の
場
所

を
お
知
ら
せ
し
た
り
、
投
票

所
で
ス
ム
ー
ズ
な
受
け
付
け

を
行
う
た
め
に
発
行
し
て
い

る
も
の
で
す
。投
票
の
際
は
、

必
ず
お
持
ち
い
た
だ
き
、
ス

ム
ー
ズ
な
受
付
事
務
に
ご
協

力
願
い
ま
す
。

な
お
、
同
券
は
、
あ
く
ま

で
整
理
券
で
す
の
で
、
こ
の

券
が
な
い
と
投
票
で
き
な
い

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
万
が
一
入
場
券
が
届
か

な
い
と
き
、
紛
失
さ
れ
た
と

き
、
お
忘
れ
に
な
っ
た
と
き

な
ど
は
、
投
票
所
の
受
け
付

け
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

投
票
日
に
行
け
な
い

人
は
期
日
前
投
票
を

投
票
日
の
当
日
、
仕
事
・

用
事
・
旅
行
・
病
気
・
出
産

な
ど
で
投
票
所
に
行
け
な
い

人
の
た
め
に
、
投
票
日
の
前

で
も
投
票
が
で
き
る
、
期
日

前
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

投
票
の
期
間
は
、
７
月
１３

日
�
か
ら
投
票
日
前
日
の
７

月
２８
日
�
ま
で
で
、
土
・

日
・
祝
日
で
も
で
き
ま
す
。

時
間
は
、
午
前
８
時
３０
分
か

ら
午
後
８
時
ま
で
。
投
票
所

は
、
市
役
所
４
階
で
す
。

市
役
所
内
に
設
置
し
て
い

る
「
京
田
辺
市
期
日
前
投
票

所
」
で
、
同
投
票
所
に
備
え

付
け
の
宣
誓
書
に
必
要
事
項

を
書
い
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
印
鑑
、
身
分
証
明
書
な

ど
は
不
要
で
す
。

第
１９
区
投
票
所
変
更

健
康
ケ
丘
公
民
館
に

選
挙
管
理
委
員
会
は
、
７

月
２９
日
�
に
行
わ
れ
る
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
か
ら
第
１９

投
票
区
（
大
住
ケ
丘
四
丁

目
・
五
丁
目
、
健
康
ケ
丘
、

洛
南
寮
）
投
票
所
を
健
康
ケ

丘
公
民
館
に
変
更
し
ま
す
。

投
票
所
を
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
選
挙
管
理
委

員
会
（
総
務
室
内
、
�
６４
・

１
３
２
６
）

あなたの投票所はここです 
区 

1

2

3

8

9

10

5

7

4

6

11

15

18

17

16

19

20

12

13

14

21 山手南公民館 

花住坂公民館 

健康ケ丘公民館 

一休ケ丘公民館 

松井ケ丘公民館 

府営田辺団地第2集会所 

河原公民館 

東田辺公民館 

天王公民館 

打田構造改善センター 

普賢寺公民館 

三山木小学校 

南山学園 

福祉センター 

興戸公民館 

薪公民館 

松井公民館 

飯岡公民館 

健康村公民館 

草内公民館 

北部住民センター 

投票所 

興戸 

田辺・新田辺西住宅 

薪 

地　　　　域 

松井 

三野・健康村 

西八・東林・岡村・大住ケ丘一丁目・大住
ケ丘二丁目・大住ケ丘三丁目・九十九園 

飯岡・セピアの園 

草内・新興戸 

高木・二又・山本・出垣内・
山崎・宮ノ口・江津 
南山東・南山西・同志社住宅
地・つつきの郷 

多々羅・普賢寺・水取 

打田・高船 

河原・新田辺東住宅 

天王 

府営住宅田辺団地 

一休ケ丘 

大住ケ丘四丁目・大住ケ丘五
丁目・健康ケ丘・洛南寮 

東 

松井ケ丘・山手東・山手中央 

花住坂・市営住宅大住団地 

山手南・山手西 

投
票
日
は
７
月
29
日 
午前７時から 
午後８時まで 

参議院議員通常選挙 
７
月
２９
日
�
は
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
当
日
は
午

前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
投
票
で
き
ま
す
。
開
票
は
中
央
公
民
館
で
同

日
午
後
９
時
か
ら
行
い
ま
す
。
こ
の
選
挙
は
、
有
権
者
の
み
な
さ
ん
が
国

政
に
参
加
す
る
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
大
切
な
一
票
を

投
じ
て
、
私
た
ち
の
代
表
と
な
る
人
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先
＝
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
室
内
、
�
６４
・
１
３
２
６
）

ジャガイモまつり ジャガイモまつり 
普賢寺ふるさと体験学習 普賢寺ふるさと体験学習 

宝
物
見
つ
け
た
ぁ

６
月
２４
日
、
普
賢
寺
宇
頭
城

の
畑
で
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
ま
つ
り
」

と
し
て
春
に
植
え
付
け
た
ジ
ャ

ガ
イ
モ
掘
り
を
行
っ
た
。
参
加

し
た
普
賢
寺
小
や
幼
稚
園
の
子

ど
も
ら
、
保
護
者
た
ち
１
３
０

人
は
、
１
時
間
で
５
０
０
㎏
の

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
収
穫
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
、
土
を
掘
り
、
ジ

ャ
ガ
イ
モ
を
見
つ
け
る
と
宝
物

探
し
み
た
い
と
喜
ん
だ
り
、
ミ

ミ
ズ
や
ヘ
ビ
が
現
れ
驚
い
た
り

し
て
い
た
。

収
穫
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、

公
民
館
に
持
ち
帰
り
、
ふ
か
し

イ
モ
や
ジ
ャ
ガ
バ
タ
ー
な
ど
に

し
て
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
堀
り
を
楽
し
む
家
族
連
れ
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毎
年
７
月
は
福
祉
医
療
費

制
度（
老
人
・
障
害
・
母
子
）

を
受
け
て
い
る
人
の
「
福
祉

医
療
費
受
給
者
証
」
の
切
替

月
で
す
。
対
象
者
に
は
交
付

申
請
書
を
送
り
ま
す
の
で
必

ず
７
月
末
ま
で
に
提
出
（
郵

送
可
）
し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
受
給
者
証
は
申
請

書
受
け
付
け
後
、

審
査
し
て
郵
送

し
ま
す
。
８
月

１
日
�
か
ら
は

必
ず
新
し
い
受

給
者
証
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
医
療
費

の
う
ち
老
人
医

療
（
満
６５
〜
６９

歳
）
は
世
帯
構

成
や
前
年
の
収

入
額
に
よ
っ
て

「
該
当
」
か
「
非

該
当
」
が
決
ま

り
ま
す
。
申
請

し
た
人
で
「
非

該
当
」
と
な
る

時
は
、
通
知
し

ま
す
。

負
担
割
合
は
、

本
人
と
扶
養
義
務
者
の
課
税

所
得
に
よ
り
、
３
割
負
担
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

前
年
度
に
該
当
し
な
か
っ

た
人
で
、
世
帯
構
成
の
変
動

や
収
入
の
減
少
な
ど
で
今
年

度
は
該
当
す
る
と
思
う
人

は
、
７
月
末
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の
＝
健

康
保
険
証
・
印
か
ん

申
請
・
問
合
せ
先
＝
国
保

医
療
課（
�
６４
・
１
３
７
４
）

福祉医療費制度の概要 

障害者 

医療 

制度名 

老人医療 

・65歳までの人で次のいずれかに該当する人 
　①身体障害者手帳1級または2級を持っている人 
　②療育手帳Aを持っている人 
　③療育手帳B（b1）と身体障害者手帳3級を　
　　持っている人 
　④精神障害者の人で障害基礎年金1級または　
　　2級を受けている人 

対 象 者  
・65～69歳の人で次のいずれかに該当する人 
　①ひとり暮らしの人（所得制限あります） 
　②満60歳以上の人だけで構成する世帯の人 
　（所得制限あります） 
　③所得税が課せられていない世帯の人 
　※住民税非課税世帯に属する人は申請すると入院　
　　 時の医療費などが減額になります 

母子医療 

助成内容 

健康保険で
受診したと
きの自己負
担分を一部
助成 

・母子家庭で18歳以下（高校3年卒業まで）の　
　子どもとその母親 

健康保険で

受診したと

きの自己負

担分を助成 

対
象
＝
２０
歳
か
ら
６０
歳
ま

で
の
人
（
任
意
加
入
者
は
除

く
）所

得
審
査
＝
本
人
と
配
偶

者
と
世
帯
主
の
そ
れ
ぞ
れ
の

前
年
も
し
く
は
前
々
年
の
所

得
な
ど
を
基
準
と
し
て
審
査

し
ま
す

【
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
】

対
象
＝
３０
歳
未
満
の
人

所
得
審
査
＝
本
人
と
配
偶

者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
も
し

く
は
前
々
年
の
所
得
な
ど
を

基
準
と
し
て
審
査
し
ま
す

【
申
請
手
続
き
に
必
要
な

も
の
】

▼
年
金
手
帳
▼
印
鑑
（
自

筆
不
要
）
▼
平
成
１８
年
３
月

３１
日
以
降
の
失
業
を
理
由
に

申
請
す
る
人
は
、
退
職
者
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た

は
離
職
票
の
写
し
（
公
務
員

の
場
合
は
退
職
辞
令
書
の
写

し
）雇

用
保
険
未
加
入
の
人
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
１９
年
１
月
２

日
以
降
に
転
入
し
た
人
は
、

平
成
１９
年
１
月
１
日
現
在
お

住
ま
い
の
市
区
町
村
発
行
の

所
得
課
税
証
明
、
平
成
１８
年

分
の
確
定
申
告
書
の
写
し
ま

た
は
源
泉
徴
収
票
の
い
ず
れ

か
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

継
続
承
認
以
外
の
人
は
毎

年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先
＝
▼
市
民
年
金

課
（
�
６４
・
１
３
３
３
）
▼

京
都
南
社
会
保
険
事
務
所

（
�
０
７
５
・
６
４
３
・
３

５
４
１
）

障
害
厚
生
年
金
、
障
害
共
済

年
金
な
ど
を
受
給
で
き
る
人

は
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

支
給
額
＝
▼
１
級（
月
額
）

…
５
万
円
▼
２
級
（
月
額
）

…
４
万
円
。
支
給
額
は
、
毎

年
度
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
が

あ
り
ま
す
。
所
得
に
よ
り
支

給
制
限
が
あ
り
ま
す

老
齢
年
金
、
遺
族
年
金
、

労
災
補
償
な
ど
を
受
給
し
て

い
る
場
合
は
、
支
給
制
限
が

あ
り
ま
す
（
受
給
額
が
特
別

障
害
給
付
金
の
額
を
上
回
る

場
合
は
、
特
別
障
害
給
付
金

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
）。

経
過
的
福
祉
手
当
を
受
給

し
て
い
る
人
が
特
別
障
害
給

付
金
の
支
給
を
受
け
た
場
合

は
、
経
過
的
福
祉
手
当
の
支

給
は
停
止
し
ま
す
。

支
払
い
は
、
年
６
回
（
偶

数
月
）。
前
月
ま
で
の
分
を

受
け
取
り
る
こ
と
に
な
り
ま

す
（
初
回
支
払
な
ど
、
特
別

な
場
合
は
、
奇
数
月
に
支
払

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

給
付
金
の
支
給
は
、
請
求

の
あ
っ
た
月
の
翌
月
か
ら
に

な
り
ま
す
。
請
求
が
遅
れ
た

場
合
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
に

市
民
年
金
課
で
相
談
や
請
求

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

請
求
先
＝
市
民
年
金
課

（
�
６４
・
１
３
３
３
）

障
害
認
定
な
ど
の
審
査
、

支
給
事
務
は
、
社
会
保
険
事

務
局
（
社
会
保
険
庁
）
で
行

い
ま
す

な
電
話
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
▼
市
民
年
金

課
（
�
６４
・
１
３
３
３
）
▼

京
都
南
社
会
保
険
事
務
所

（
�
０
７
５
・
６
４
３
・
３

５
４
１
）
▼
京
都
社
会
保
険

事
務
局
（
�
０
７
５
・
８
１

３
・
７
０
２
２
）

福祉医療費福祉医療費 
受 給 者 証受 給 者 証  7月は切替月 福祉医療費福祉医療費 
受 給 者 証受 給 者 証  7月は切替月 福祉医療費 
受 給 者 証  7月は切替月 福祉医療費 
受 給 者 証  7月は切替月 
新たに要件を満たす人は申請を 

国
民
年
金

国
民
年
金 

国
民
年
金 

国
民
年
金 

「ピンピン教室・料理編」もスタート 「ピンピン教室・料理編」もスタート 「ピンピン教室・料理編」もスタート 
性
化
さ
れ
る
」
と
い
う
話
を
科
学
的
に

説
明
さ
れ
、
驚
く
場
面
も
。
さ
ら
に
、

「
１
日
３
回
食
事
す
る
こ
と
が
大
事
」
と

い
う
こ
と
を
再
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

今
日
の
献
立
は
、
ウ
ナ
ギ
の
お
寿
司
、

お
吸
い
物
と
さ
ん
ど
豆
の
ゴ
マ
和
え
。

全
員
で
料
理
の
段
取
り
を
考
え
、
早
速
、

脳
を
活
性
化
し
て
い
ま
し
た
（
＝
写
真
）。

先
月
か
ら
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
常

磐
苑
」
と
「
宝
生
苑
」
で
行
わ
れ
て
い

る
ピ
ン
ピ
ン
教
室
の
料
理
編
が
同
セ
ン

タ
ー
で
始
ま
り
ま
し
た
。

６
月
１３
日
、
常
磐
苑
の
教
室
に
は
１１

人
が
参
加
。
栄
養
学
、
減
塩
・
簡
単
な

調
理
法
な
ど
栄
養
士
の
説
明
に
参
加
者

た
ち
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
料
理
を
す
る
こ
と
で
脳
が
活

「ピンピン教室・料理編」もスタート 「ピンピン教室・料理編」もスタート 

料
理
で
『
能
力
』
ア
ッ
プ 

国
民
年
金 

国
民
年
金 

支
払
い
困
難
な
時
は

保
険
料
免
除
手
続
き

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、

「
保
険
料
免
除
制
度
」「
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

保
険
料
が
未
納
の
状
態

で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
な

ど
不
慮
の
事
態
が
発
生
し
た

と
き
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。【免

除
制
度
】

国
民
年
金 

国
民
年
金 

国
民
年
金 

国
民
年
金 

振
り
込
め
詐
欺
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

社
会
保
険
庁
職
員
を
装

い
、
現
金
自
動
預
け
払
い
機

（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
を
操
作
さ
せ
、

振
込
み
を
行
わ
せ
る
「
振
り

込
め
詐
欺
」
の
問
い
合
わ
せ

が
社
会
保
険
事
務
所
に
多
数

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
不
審

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

特
別
障
害
給
付
金

請
求
は
お
早
め
に

対
象
＝
国
民
年
金
に
任
意

加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間

内
に
障
害
の
原
因
と
な
っ
た

傷
病
の
初
診
日
が
あ
り
、
現

在
、
障
害
基
礎
年
金
１
・
２

級
相
当
の
障
害
に
該
当
す
る

人
。
た
だ
し
、
６５
歳
に
達
す

る
日
の
前
日
ま
で
に
当
該
障

害
状
態
に
該
当
し
た
人
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
▼
平
成
３
年
３
月
以
前
の

国
民
年
金
任
意
加
入
対
象
者

で
あ
っ
た
学
生
▼
昭
和
６１
年

３
月
以
前
の
国
民
年
金
任
意

加
入
対
象
者
で
あ
っ
た
被
用

者
（
厚
生
年
金
、
共
済
組
合

な
ど
の
加
入
者
）
の
配
偶
者

な
お
、
障
害
基
礎
年
金
や
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普
賢
寺
・
大
住
両
児
童
館

は
、親
子
教
室
を
開
き
ま
す
。

開
催
期
間
＝
▼
普
賢
寺
児

童
館
…
９
月
４
日
�
〜
１２
月

１４
日
�
の
ク
ラ
ス
ご
と
に
指

定
す
る
曜
日
▼
大
住
児
童
館

…
９
月
５
日
�
〜
１２
月
１４
日

�
の
ク
ラ
ス
ご
と
に
指
定
す

る
曜
日

開
催
日
時
・
場
所
・
定

員
・
内
容
＝
下
表
の
と
お
り

時
間
＝
▼
午
前
…
午
前
１０

時
〜
１１
時
▼
午
後
…
午
後
１

時
３０
分
〜
２
時
３０
分

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き

の
往
信
用
に
参
加
希
望
ク
ラ

ス
（
普
賢
寺
児
童
館
は
、
希

望
曜
日
と
時
間
も
）
・
住

所
・
親
子
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
子
ど
も
の
性
別
と
生

年
月
日
・
電
話
番
号
を
、
返

信
用
に
住
所
・
氏
名
を
書
い

て
、
参
加
を
希
望
す
る
児
童

館
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

初
め
て
参
加
す
る
人
は
「
初

め
て
の
参
加
」
と
書
い
て
く

だ
さ
い
。
初
め
て
参
加
す
る

人
を
優
先
し
ま
す
が
、
応
募

者
が
多
数
の
と
き
は
、
抽
選

し
ま
す
。
同
じ
年
齢
の
ク
ラ

ス
で
両
児
童
館
の
教
室
を
兼

ね
て
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん

し
め
き
り
＝
７
月
２０
日
�

（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
普

賢
寺
児
童
館
（
〒
６
１
０
・

０
３
２
３
京
田
辺
市
水
取
門

田
６
・
３
、
�
６５
・
０
１
５

３
）
▼
大
住
児
童
館
（
〒
６

１
０
・
０
３
４
３
京
田
辺
市

大
住
内
山
７
、
�
６８
・
２
２

２
５
）

【
木
工
教
室
】

日
に
ち
＝
▼
８
月
８
日
�

（
小
学
１
〜
３
年
生
）
▼
９

日
�
（
小
学
４
〜
６
年
生
）

時
間
＝
午
後
１
時
３０
分
か

ら
内
容
＝
学
年
ご
と
に
木
工

作
品
を
作
り
ま
す

定
員
＝
▼
小
学
１
〜
３
年

生
…
３０
人
▼
小
学
４
〜
６
年

生
…
２０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
し
め
き
り
ま
す
）

申
込
期
間
＝
７
月
２３
日
�

〜
３０
日
�

持
ち
物
＝
タ
オ
ル
・
水

筒
・
上
ぐ
つ

【
絵
手
紙
】

日
時
＝
８
月
２８
日
�
午
後

２
時
か
ら

対
象
＝
小
学
生

内
容
＝
は
が
き
に
夏
野
菜

の
絵
を
描
き
ま
す

京
田
辺
国
際
交
流
協
会

は
、
市
の
英
語
指
導
助
手

（
Ａ
Ｅ
Ｔ
）
と
の
交
流
会
を

開
き
ま
す
。

開
催
日
＝
８
月
１
日
・

８
日
・
１５
日
（
い
ず
れ
も

水
曜
日
）
の
全
３
回

時
間
＝
午
後
７
時
〜
８

時
３０
分

場
所
＝
中
央
公
民
館

内
容
＝
英
語
指
導
助
手

が
各
回
に
分
か
れ
、
出
身

国
の
紹
介
や
自
己
紹
介
、

体
験
談
な
ど
を
交
え
て
交

流
し
ま
す

定
員
＝
先
着
２０
人

参
加
費
＝
無
料

申
込
開
始
日
＝
７
月
９

日
�申

込

方

法

＝
電
話

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
か

フ
ァ
ク
ス
に
「
Ａ
Ｅ
Ｔ
と

の
交
流
会
参
加
希
望
」、
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
を

市
は
市
民
の
国
際
交
流
を

支
援
す
る
た
め
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

対
象
＝
市
内
在
住
で
、
▼

Ａ
タ
イ
プ
…
外
国
人
留
学
生

な
ど
が
自
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
す
る
場
合
▼
Ｂ
タ
イ
プ
…

自
費
で
海
外
研
修
お
よ
び
留

学
す
る
場
合

補
助
額
＝
１
泊
に
つ
き
２

千
円
（
た
だ
し
、
５
泊
１
万

円
が
限
度
）

Ａ
タ
イ
プ
は
受
け
入
れ
人

数
が
２
人
以
上
で
も
１
人
分

の
み
が
対
象
。

Ｂ
タ
イ
プ
は
企
業
か
ら
の

派
遣
や
観
光
旅
行
お
よ
び
外

国
人
と
の
交
流
を
伴
わ
な
い

期
間
、
研
修
は
除
き
ま
す
。

申
請
方
法
＝
市
民
参
画
課

備
え
付
け
、
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
た
申
請
書
に
必
要
事
項

を
書
い
て
必
ず
資
料(

例：

学
校
な
ど
か
ら
の
証
明
書
や

日
程
表
な
ど)

を
添
え
て
、

交
流
体
験
開
始
日
の
２
週
間

以
上
前
ま
で
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い

交
流
体
験
終
了
後
の
申
請

は
、受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

一
年
度
内(

４
月
１
日
〜
翌

年
３
月
３１
日)

の
申
請
回
数

は
、
１
家
族(

Ａ
タ
イ
プ)

、

ま
た
は
１
人(

Ｂ
タ
イ
プ)

に

書
い
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
申
込
・
問
合
せ
先
＝
京
田

辺
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
市
民
参
画
課
内
、
�
６４
・

１
３
１
４
）

つ
き
、そ
れ
ぞ
れ
１
回
で
す
。

体
験
終
了
後
、
報
告
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。

申
請
・
問
合
せ
先
＝
市
民

参
画
課（
�
６４
・
１
３
１
４
）

定
員
＝
３０
人
（
定
員
に
な

り
次
第
し
め
き
り
ま
す
）

申
込
期
間
＝
８
月
１
日
�

〜
８
日
�

持
ち
物
＝
タ
オ
ル
・
水
筒

【
場
所
】

普
賢
寺
児
童
館

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

普
賢
寺
児
童
館
（
�
６５
・

０
１
５
３
）

ドイツの留学生と交流 ドイツの留学生と交流 

草内小 児童が学校紹介
6月15日、ドイツ・テュービンゲン大
学同志社日本語センターの留学生ら11
人が、草内小学校を訪問。児童と一緒
に授業や給食を体験し、交流をしまし
た。1年生が校内を案内し、2年生がけ
ん玉やコマ回しをしたり日本の伝統的
な遊びを紹介しました（＝写真）。

普
賢
寺
児
童
館
で

な
か
よ
し
ク
ラ
ブ

【
紙
ひ
こ
う
き
作
り
】

日
時
＝
７
月
２５
日
�
午
後

２
時
か
ら

対
象
＝
小
学
生

内
容
＝
講
師
の
先
生
に
紙

ひ
こ
う
き
の
作
り
方
を
教
え

て
も
ら
い
ま
す

定
員
＝
３０
人
（
定
員
に
な

り
次
第
し
め
き
り
ま
す
）

申
込
期
間
＝
７
月
５
日
�

〜
１２
日
�

持
ち
物
＝
タ
オ
ル
・
水
筒

申
請
は
２
週
間
前
ま
で
に

国際交流に補助金 国際交流に補助金 国際交流に補助金 
ホームスティや海外留学を対象 

Ａ
Ｅ
Ｔ
と
の
交
流
会 

ssistant

nglish

eacher

参
加
し
ま
せ
ん
か 

8月1・8・15日 

親
子
教
室
開
き
ま
す 

親
子
教
室
開
き
ま
す

親
子
教
室
開
き
ま
す 

親
子
教
室
開
き
ま
す 

普
賢
寺
・
大
住
児
童
館
で 

しめきり 
7月20日 

昨年の交流会（アシュリーさん
㊧とサラさん）

日　時 定員 

2
歳
児 

内　　容 

親子でいっしょに
楽しめるふれあい
遊び、おもちゃ遊
びなどをします 

ふれあい遊び・
手遊び・リズム
遊び・運動遊び・
制作など、家庭
でも楽しめるこ
とをします 

1
歳
児 

0
歳
児 

普

賢

寺

児

童

館

 

大

住

児

童

館

 

クラス・対象児の生年月日 

平成16年4月2日
～17年4月1日 
生まれの人 

平成17年4月2日
～18年4月1日 
生まれの人 

平成18年4月2日
～19年2月28日 
生まれの人 

毎週火曜日 
午前・午後 

毎週水曜日 
午 前  

毎週水曜日 
午 後  

毎週木曜日 
午前・午後 

毎週金曜日 
午前・午後 

毎週木曜日 
午　　　前 

毎週金曜日 
午　　　前 

毎週水曜日 
午　　　前 

各
　
　
20 
　
　
組 

親子教室のクラス・内容 
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なやみごと相談
7月11日�中央公民館、25日�北部
住民センター。午後1時30分～4時。
�人権啓発推進課（�62-4343）

市民無料法律相談
▼7月18日�（7月2日から電話予約）
▼8月1日�（7月20日から電話予約）。
午後1時30分～4時30分。市民相談室
�人権啓発推進課（�62-4343）

府民無料法律相談
7月23日�午後1時30分～4時30分、
田辺地域総務室。7月20日から電話
予約。
�田辺地域総務室（�62-0173）

南部法律相談センター
毎週木曜日午後1時～5時、CIKビ
ル（近鉄新田辺駅西）。40分5,250円、
予約制。
�京都弁護士会（�075-231-2378）

発達相談
毎週月～金曜日午後1時30分～3時
30分、田辺児童館。
�田辺児童館（�63-1081）

育児相談
毎週月曜日午前9時～正午・午後1
時～4時30分、普賢寺児童館。
�普賢寺児童館（�65-0153）

すくすく子育て相談
▼電話相談＝毎週月～金曜日午前9
時30分～午後4時▼来所相談＝電話
予約
�地域子育て支援センター（�62-
1477）

家庭児童相談室
毎週月～金曜日午前9時～正午・午
後1時～4時。
�こども福祉課（�64-1377）

妊婦・乳幼児相談（赤ちゃんサロン）
7月5日�午前9時～10時30分、保健
センター。
�こども福祉課（�64-1377）

女性の相談室
7月5日�・12日�・19日�午後1時
30分～4時30分、女性交流支援ルー
ム。
�女性交流支援ルーム（�65 -
3727）

女性のための法律相談
7月25日�午後1時30分～3時、女性
交流支援ルーム。
�女性交流支援ルーム（�65 -
3727）

教育相談
午後0時30分～4時30分。予約制。
普賢寺小・幼稚園で希望があれば、
最寄りの小学校にお問い合わせくだ
さい。

3日�　三山木小 （�62-1055）
5日�　田辺東小 （�62-4348）

桃 園 小 （�63-6335）
10日�　田 辺 小 （�62-0044）
12日�　大 住 小 （�62-0046）

薪　　小 （�63-2000）
17日�　草 内 小 （�62-0054）
19日�　松井ケ丘小（�62-8888）
電話による相談は教育相談専用電
話（�63-4488）へ。

消費生活相談
大学生を狙った悪質商法の被害が
増加しています。お気軽に相談して
ください。
毎週月・水・金曜日午後1時30分～
4時、市役所306会議室。
�産業政策課（�64-1319）

一般健康相談（成人対象）
▼毎週月曜日午前9時～11時、保健
センター。保健師・栄養士による相
談。予約制
▼7月25日�午後1時30分～3時、中
部住民センター▼30日�午後1時45
分～3時30分、保健センター。医師
による相談。予約制

ふれあい相談室
毎週月～金曜日（祝日を除く）午
前9時～午後4時、社会福祉センター。
まずはお電話を。

心配ごと相談
7月5日�・17日�・25日�午後1時
30分～4時、社会福祉センター。

心配ごと出張相談
▼7月10日�午前10時～正午、北部
住民センター▼20日�午後1時30分～
4時、三山木福祉会館
高齢者等のための「これからのこ
と」相談
▼7月5日�、草内公民館▼30日�、
社会福祉センター
いずれも午前10時～正午。

司法書士法律相談
7月17日�午後1時30分～4時、社会
福祉センター。予約制。

成年後見制度相談
7月10日�午後1時30分～4時、社会
福祉センター。予約制。

弁護士無料法律相談
7月25日�午後1時30分～4時、社会
福祉センター。予約制。

土曜日なんでも相談
7月21日�午前10時～正午、社会福
祉センター。予約制。

多重債務相談
7月30日�午後1時30分～4時、社会
福祉センター。予約制。

健康推進課 
（�64-1334、�64-1335） 

社会福祉協議会 
（�62-5447） 

今月の 

相 談 事 業 日 程 

健康推進課 
（�64-1334、�64-1335） 

社会福祉協議会 
（�62-5447） 

健康介護課 
（�64-1335） 

健康推進課 
（�64-1334、�64-1335） 

社会福祉協議会 
（�62-5447） 

社会福祉協議会 
（�62-5447） 

田辺茄子 田辺茄子 
苦労を重ね栽培 苦労を重ね栽培 
厳しい品質管理で安心安全に 

味よし・色よし・日持ちよし 

作り続けて50年 作り続けて50年 
安心・安全なものを 

親子二代で作っています 

目
合
わ
せ
会
で
規
格
を
統
一 

厳
し
い
品
質
管
理

厳
し
い
品
質
管
理 

厳
し
い
品
質
管
理 

「
初
め
は
栽
培
方
法
が
分

か
ら
ず
、
奈
良
な
ど
茄
子

栽
培
の
先
進
地
へ
見
学
に

行
っ
た
り
し
て
、
勉
強
し

な
が
ら
作
っ
て
い
ま
し
た
。

今
は
、
ほ
か
の
市
町
村
か

ら
見
学
に
来
ら
れ
る
ほ
ど

田
辺
茄
子
は
有
名
に
な
り

ま
し
た
」
と
嬉
し
そ
う
に

話
す
西
川
繁
さ
ん
。

田
辺
茄
子
を
作
り
始
め

た
の
は
昭
和
４０
年
代
。
き

っ
か
け
は
、
周
囲
か
ら
の

勧
め
だ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
苦

労
が
あ
っ
た
が
、
２０
年
前
に

ひ
ょ
う
が
降
っ
た
と
き
が
一

番
大
変
だ
っ
た
。

「
あ
の
時
は
、
実
と
葉
に

穴
が
開
い
て
困
っ
た
。
穴
が

開
い
た
実
が
大
き
く
な
っ
て

採
っ
て
か
ら
し
か
次
の
芽
が

出
て
こ
な
い
の
で
、
復
旧
す

る
の
に
１
カ
月
も
か
か
っ

た
」
と
自
然
相
手
の
難
し
さ

を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
こ
ま
め
に
摘
心

摘
葉
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
大
変
で
す
。
良
い
茄
子

を
作
る
に
は
、
毎
日
畑
に
入

っ
て
手
入
れ
し
な
い
と
。
手

を
入
れ
か
け
た
ら
、
い
く
ら

で
も
手
を
入
れ
る
こ
と
が
あ

る
ん
で
す
よ
」
と
栽
培
の
苦

労
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

古
い
葉
は
切
り
落
と
さ
な

い
と
日
当
た
り
が
悪
く
な
る

た
め
、
新
し
い
芽
が
出
に
く

く
な
り
、
茄
子
の
色
も
薄
く

な
る
。
さ
ら
に
、
葉
が
茄
子

に
当
た
っ
て
傷
が
つ
い
た
り

も
す
る
。

出
荷
で
き
る
田
辺
茄
子
の

規
格
は
厳
し
い
。
９０
％
以
上

は
無
傷
で
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
小
指
の
爪
ほ
ど
の
傷
が

つ
く
と
Ｂ
級
品
に
な
る
。
傷

の
大
き
さ
や
曲
が
り
具
合
な

ど
細
か
な
規
格
が
決
め
ら

れ
、
箱
詰
め
の
方
法
も
統
一

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

「
田
辺
茄
子
を
作
っ
て
い

る
農
家
は
み
ん
な
、
こ
の
規

格
に
従
っ
て
生
産
し
ま
す
と

い
う
誓
約
書
を
書
い
て
い
ま

す
。
で
も
、
厳
し
い
規
格
が

あ
る
か
ら
品
質
が
保
て
る
ん

で
し
ょ
う
ね
」
と
西
川
さ
ん

は
話
す
。

妻
茂
子
さ
ん
と
夫
婦
二
人

三
脚
で
、
今
年
は
、
１０
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
畑
で
５
０
０
〜
６

０
０
本
を
栽
培
し
て
い
る
。

「
４０
代
の
頃
は
、
１
２
０
０

〜
１
３
０
０
本
ぐ
ら
い
作
っ

て
い
ま
し
た
。高
齢
に
な
り
、

今
は
た
く
さ
ん
作
れ
ま
せ

ん
。
毎
日
、
畑
に
出
て
、
手

を
か
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で
体
力
が
も
た
な
い
。
だ

か
ら
、
毎
年
作
る
量
を
減
ら

し
て
い
ま
す
」
そ
う
語
る
西

夫
婦
二
人
三
脚
で

夫
婦
二
人
三
脚
で 

夫
婦
二
人
三
脚
で 

毎
日
の
手
入
れ
が
大
変
で
す 

川
さ
ん
。
後
継
者
が
減
っ
て

き
た
田
辺
茄
子
を
絶
や
さ
な

い
よ
う
に
、
数
年
は
夫
婦
で

茄
子
作
り
を
続
け
ら
れ
る
と

い
う
。

茄
子
作
り
５０
年
の
ベ
テ
ラ

ン
、
片
岡
源
晴
さ
ん
は
、
奥

さ
ん
と
息
子
さ
ん
と
で
茄
子

の
収
穫
・
出
荷
作
業
を
行
っ

て
い
る
。

今
年
は
朝
晩
が
冷
え
込

み
、
気
候
が
少
し
遅
れ
て
い

る
た
め
出
荷
量
は
、
や
や
少

な
い
。「
茄
子
は
寒
い
と
成

長
が
遅
れ
る
ん
で
す
。
温
度

が
あ
る
程
度
高
く
な
ら
な
い

と
肥
料
も
効
果
が
な
い
。
夜

暑
く
て
寝
ら
れ
な
い
と
き
ぐ

ら
い
が
ち
ょ
う
ど
い
い
。
天

候
に
左
右
さ
れ
や
す
い
の
で

栽
培
す
る
の
は
難
し
い
で

す
」
と
話
す
片
岡
さ
ん
。

田
辺
茄
子
は
、
５
月
中
旬

か
ら
１１
月
末
ぐ
ら
い
ま
で
収

穫
で
き
る
。日
持
ち
が
良
い
、

お
い
し
い
と
評
判
。
農
家
か

ら
Ｊ
Ａ
に
出
荷
さ
れ
、
市
場

に
出
荷
す
る
と
い
う
共
同
出

荷
を
行
っ
て
い
る
。
京
都
の

京
果
市
場
に
も
出
荷
さ
れ
る

が
、
大
半
は
大
阪
の
東
部
市

場
に
出
荷
さ
れ
、
大
阪
の

ス
ー
パ
ー
な
ど
に
出
回
る
こ

と
が
多
い
と
い
う
。

片
岡
さ
ん
は
、「
日
持
ち

が
し
、
お
い
し
い
と
言
わ
れ

る
の
は
、
田
辺
茄
子
が
田
辺

の
気
候
・
風
土
に
合
っ
て
い

る
か
ら
で
は
。
茄
子
は
病
害

虫
が
つ
き
や
す
い
が
、
虫
が

つ
か
な
い
よ
う
に
常
に
気
を

遣
っ
て
い
る
。
で
き
る
だ
け

農
薬
を
使
わ
な
い
よ
う
に
し

て
、
安
心
・
安
全
な
も
の
を

作
る
よ
う
に
し
て
い
る
」
と

話
す
。

ま
た
、「
一
番
困
る
事
は
、

苗
を
植
え
た
時
は
気
温
の
問

題
。
気
温
が
低
い
と
霜
の
害

が
あ
る
。
今
頃
に
な
る
と
雨

と
風
が
困
る
。
雨
が
降
ら
な

い
の
も
困
る
が
、
湿
度
が
過

ぎ
る
と
カ
ビ
や
病
気
発
生
の

も
と
に
な
る
し
、
風
が
吹
く

と
葉
が
茄
子
を
傷
つ
け
る
の

で
困
る
」
と
栽
培
の
難
し
さ

を
語
る
。

片
岡
さ
ん
が
茄
子
作
り
を

始
め
た
の
は
、
農
協
の
人
か

ら
勧
め
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
。「
始
め
た
頃
は
苗
か

ら
作
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
な

か
な
か
作
れ
な
く
て
苦
労
し

た
。
今
は
久
御
山
で
作
ら
れ

た
苗
を
農
協
か
ら
買
っ
て
い

る
が
、
つ
い
３
年
程
前
ま
で

は
共
同
ハ
ウ
ス
で
苗
を
作
っ

て
い
た
ん
で
す
よ
」。
田
辺

茄
子
を
作
る
人
が
減
っ
て
き

た
の
で
苗
を
作
る
の
を
止
め

た
と
い
う
。
最
盛
期
に
は
２８

軒
程
も
あ
っ
た
興
戸
の
茄
子

農
家
は
、
今
で
は
７
軒
に
ま

で
減
少
し
た
。

作
り
手
が
高
齢
化
し
て
い

る
が
、
後
継
者
が
い
な
い
の

が
現
状
。
そ
ん
な
中
、
数
年

前
か
ら
茄
子
作
り
を
手
伝
っ

て
い
る
片
岡
さ
ん
の
息
子
さ

ん
は
、「
い
つ
ま
で
続
け
ら

れ
る
か
分
か
ら
な
い
け
れ

ど
、
で
き
る
限
り
続
け
て
い

こ
う
と
思
う
」
と
話
し
て
い

た
。
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平成 

田
辺
出
荷
場
に
田
辺
地
区

の
茄
子
の
作
り
手
が
集
結
。

６
月
２０
日
、
田
辺
茄
子
の

目
合
わ
せ
会
が
行
わ
れ
た
。

年
に
一
度
、
初
め
て
の
出
荷

の
際
、
規
格
を
統
一
す
る
た

め
に
行
わ
れ
、
厳
し
く
品
質

管
理
さ
れ
て
い
る
。
市
内
１０

カ
所
の
出
荷
場
で
、
箱
詰
め

さ
れ
た
茄
子
が
規
格
に
合
っ

て
い
る
か
、
傷
が
つ
い
て
い

な
い
か
な
ど
検
査
官
が
確
認

す
る
。

茄
子
の
作
り
手
ら
は
、
緊

張
し
た
面
も
ち
で
検
査
を
見

守
っ
て
い
た
が
、
検
査
官
か

ら
合
格
が
告
げ
ら
れ
る
と
み

な
安
堵
の
表
情
を
浮
か
べ

た
。

田
辺
園
芸
出
荷
組
合

長
の
中
村
英
夫
さ
ん

（
＝
写
真
㊧
）
は
、「
今

年
は
天
候
不
順
で
、
目

合
わ
せ
会
も
例
年
よ
り

２
日
遅
れ
た
が
、
だ
ん

だ
ん
暑
く
な
っ
て
き
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
い
い

茄
子
が
た
く
さ
ん
で
き

る
と
思
う
。
８
月
ぐ
ら

い
の
暑
い
時
が
一
番
お

い
し
い
」
と
話
す
。

高
齢
化
で
作
り
手
の

人
数
が
減
り
、
出
荷
量

も
減
っ
て
い
る
。
し
か

し
需
要
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
、
頑
張
っ
て
作

り
続
け
た
い
と
い
う
。

ま
た
、
検
査
後
に
は
、

田
辺
の
茄
子
は
、
本
当

に
良
い
と
言
わ
れ
る
も

の
を
送
っ
て
ほ
し
い
と

生
産
者
を
激
励
し
ま
し

た
。

曲
が
り
は
内
側
１
㎝
以

内
、
９０
％
以
上
は
無
傷
の

も
の
し
か
秀
品
と
な
ら
な

い
な
ど
、
多
く
の
厳
し
い

規
格
に
合
う
も
の
だ
け
に

名
乗
る
こ
と
が
許
さ
れ
る

「
田
辺
茄
子
」。
昭
和
４０
年

頃
、
種
子
を
作
る
こ
と
を

目
的
に
栽
培
が
始
ま
り
ま

し
た
。

千
両
二
号
と
い
う
一
般

的
な
品
種
で
す
が
、
ほ
か

の
も
の
よ
り
色
が
良
く
、

日
持
ち
が
す
る
と
好
評
。

京
田
辺
市
茄
子
園
芸
部

会
に
よ
り
、
品
質
や
出
荷

方
法
が
管
理
さ
れ
、
厳
し

い
検
査
に
合
格
し
た
田
辺

茄
子
は
京
都
や
大
阪
に
出

荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

収
穫
時
期
は
、
５
月
中

旬
か
ら
１１
月
末
ま
で
の
約

半
年
間
。
特
に
７
月
か
ら

９
月
に
か
け
て
は
、
最
盛

期
を
迎
え
る
。

今
回
は
、
市
の
特
産
品

「
田
辺
茄
子
」
の
現
状
と

生
産
者
の
思
い
を
紹
介
し

ま
す
。

「
５０
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
栽

培
が
始
ま
り
ま
し
た
。
京

都
盆
地
の
温
暖
な
暑
い
気

候
と
水
分
の
あ
る
土
地
柄

に
合
っ
て
い
る
の
で
、
や

わ
ら
か
く
、
日
持
ち
が
い

い
ん
で
す
。
水
分
を
多
く

含
む
７
〜
９
月
の
茄
子
が

一
番
お
い
し
い
で
す
」
と

丁
寧
に
教
え
て
く
れ
る
の

は
、
Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し
ろ

田
辺
支
店
の
西
村
和
男
さ

ん
。
西
村
さ
ん
は
、
田
辺

茄
子
栽
培
の
指
導
を
し
て

い
る
。「
茄
子
は
日
本
全
国

で
栽
培
し
て
い
る
の
で
、

田
辺
茄
子
と
同
じ
く
京
田

辺
市
の
特
産
品
で
あ
る
え

び
い
も
と
違
っ
て
京
の
伝

統
野
菜
に
入
れ
て
も
ら
え

な
い
」
と
残
念
そ
う
。

し
か
し
、
府
内
の
一
市

町
村
、
一
品
目
で
売
り
上

げ
が
最
も
多
い
の
は
田
辺

茄
子
だ
と
い
う
。

後
継
者
不
足
に
悩
む
茄

子
農
家
。
こ
れ
か
ら
団
塊

の
世
代
が
定
年
退
職
す
る

こ
と
か
ら
、
退
職
し
た
人

が
茄
子
を
作
り
や
す
い
環

境
を
作
る
こ
と
も
関
係
機

関
と
一
緒
に
考
え
て
い
る

と
い
う
。
西
村
さ
ん
は
、

「
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
田

辺
茄
子
の
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
を
大
切
に
、
今
ま

で
以
上
に
お
い
し
く
、
安

心
・
安
全
な
茄
子
を
作
り

続
け
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
思
い
を
語
る
。

府
内
売
り
上
げ

府
内
売
り
上
げ
NO
１ 

府
内
売
り
上
げ
NO
１ 

作
り
や
す
い
環
境
を
考
え
る6月22日、田辺小学校の3年生が市の特

産品の学習のため、田辺出荷場を訪れま
した。子どもたちは、最盛期には1日に
10万個の出荷があることなど、JAの西
村さんから丁寧な説明を受けた後、間近
で田辺茄子を見学（＝写真）。
大きくつやのある田辺茄子に見入って
いた児童は、「おばあちゃんの畑にも大
きい茄子があったよ。とてもおいしかっ
た」と目を輝かせて話してくれました。

茄
子
の
箱
詰
め
作
業
を
す
る
片
岡
さ
ん

茄
子
の
箱
詰
め
作
業
を
す
る
片
岡
さ
ん 

茄
子
の
箱
詰
め
作
業
を
す
る
片
岡
さ
ん 

西川繁さん㊨と妻茂子さん

田辺小が出荷場見学 田辺小が出荷場見学 
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▽市へのはがき・郵送での申し込みは、 
「〒610-0393　京田辺市田辺80　京田辺市役所　○○○○課」 
　でお送りください。 
▽市ホームページは(http://www.kyotanabe.jp/)です。 
▽市教育委員会ホームページは(http://www.kyotanabe.ed.jp/)です。 
▽問合せ先は�、問合せ先と申込先が同じ時は�と表記しています。 

今月の 
　お知らせ 
今月の 
　お知らせ 

お 知 ら せ  
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7月は市・府民税の納付月
7月は市・府民税第1期分の納
付月です。市・府民税は、前年
中に一定の所得があった人に課
される税金です。
納期は第1期が7月、第2期が9
月、第3期が11月、第4期が翌年
1月の4回分割になっています。
納期限内に納付されなかった場
合は、各納付月の翌月に督促状
を発送します。督促状を発送し
た際は、本税とは別に督促手数
料として200円を加算し、場合
によっては延滞金も徴収するこ
とがあります。
なお、納期限内に納付できな
い場合は、納付方法（分割納付
など）の相談に応じていますの
で、未納のまま放置しないで早
く納付相談にお越しください。
また、平成19年度から市税前
納報奨金制度が廃止となりま
す。
口座振替の納付方法（前納・
期別）を変更する場合や取消な
どは、指定金融機関の窓口で振
替日の20日前まで受け付けてい
ますが、振替日の1週間前まで
に市役所に到着しない場合は次
期（次年度）分からの取り扱い
となります。口座振替・自動払
込を利用の人は、預貯金残高の
確認をお願いします。
�収納対策室（�64-1318）

簡易専用水道の検査・報告
ビル・マンションなどで公共
水道のみを供給源とし受水槽や
高置水槽を設け、その有効容量
が10tを越えるものは、簡易専
用水道として水道法の規制を受
けます。
設置者は飲料水を汚染から守
るために適切な管理を行うほ
か、1年に1回専門の検査機関に
依頼し定期検査を受けなければ
なりません。また、新規設置、
氏名などの変更、休止・廃止を
するときは市の簡易専用水道管
理運営指導要綱により市役所へ
報告書を提出する必要がありま
す。
まだ、報告書を提出していな
い人は報告書を提出してくださ
い。
	健康介護課（�64-1335）

コミュニティ助成事業を活用
区・自治会が、平成19年度コ
ミュニティ助成事業を活用し、
設備の設置や備品を購入しまし
た。
山手南自治会…公民館に庭園
自動かん水設備を設置し、自治
会用弔旗を購入

薪区…公民館にテーブルやイ
ス、書庫などを購入
普賢寺区…公民館にテントや
テーブル、電波ソーラー時計な
どを購入
これらの事業は、
自治総合
センターが、地域コミュニティ
の健全な発展と宝くじの普及広
報を目的として行っている助成
事業で、みなさんが購入した宝
くじの収益金が財源となってい
ます。
�市民参画課（�64-1314）
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歯周疾患検診の申込期間延長
歯周疾患検診の申込期間を7
月10日�まで延長します。
実施期間は、8月1日�～10月
31日�。市内指定医療機関（21
カ所）。対象は、市内在住で40
歳（昭和42年生）・50歳（昭和
32年生）・60歳（昭和22年
生）・70歳（昭和12年生）の人
（節目検診）。対象年齢は平成19
年12月31日現在のものです。
内容は、口腔内の状況検査・
歯の汚れの染め出し・ブラッシ
ング指導。無料。はがきに、
「歯周疾患検診希望」と住所、
氏名、生年月日、電話番号を書
いて申し込み。
	健康介護課（〒610-0393
京田辺市田辺80、�64-1335）

ひだまりの会
7月24日�午後１時20分～3時
30分、洛南寮。対象は、市内の
高齢者。カラオケサークルに参
加します。お好きな歌でご参加
ください。無料。7月19日�ま
でに申し込み。
	社会福祉協議会（�62-
2222）

小児肥満サマースクール
7月27日�午前9時30分～午後
3時45分。対象は、肥満に関す
る健康チェックや学習を希望す
る中等度と高度肥満の児童・生
徒、その保護者。先着20人。
費用は、診療費の保険負担分

（約5,000円程度）と昼食代1人
500円。7月23日�までに申し込
み。
	国立病院機構南京都病院・
小児科・徳永（〒610-0113城
陽市中芦原11、�52-0065、�
5 5 - 2 7 6 5、メールアドレス
tokunago@skyoto.hosp.go.jp）

難病相談（神経系）
7月31日�午後1時～3時30分、
山城北保健所綴喜分室。対象は、
神経系難病およびその疑いがあ
る人やその家族。専門医による

個別相談と指導・助言。定員6
人。R国立病院機構南京都病院
診療部長の杉山博先生。7月11
日�から電話で申し込み。
神経系難病とはパーキンソン
病、多発性硬化症、脊髄小脳変
性症、重症筋無力症など。
	山城北保健所綴喜分室（�
63-5745）

ふとん丸洗いサービス
社会福祉協議会は在宅での快
適な介護環境づくりのためにふ
とん丸洗いサービスを行いま
す。
7月26日�・27日�回収。8月
2日�・3日�納品。市内在住の
介護が必要な満60歳以上の人
で、在宅でのねたきり期間が3
カ月以上、外出が困難な人。無
料。7月18日�までに申し込み。
	社会福祉協議会（�62 -
2222）

予防接種の日程 

日にち 種別 対　　　象 

ＢＣＧ 
7月10日� 
7月31日� 

生後3カ月～6カ月未満 
（3カ月健診と同日実施） 

受付時間＝13：30～14：30　　　 
場所＝保健センター 
問合せ先＝こども福祉課（�64-1377） 
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動物愛護写真コンクール
京都府は、「人と動物のふれ
あい」をテーマに愛情あふれた
写真を募集します。動物は、哺
乳類・鳥類と爬虫類のペット限
定。作品の規格はカラー・白黒
のどちらでも可、パソコンプリ
ントも可。
募集期間は7月2日�～31日
�。対象は、府内に在住・通
勤・通学している人。未発表の
作品一人2点以内を応募するこ
とができます。
	▼府保健福祉部動物愛護管
理室（�075-414-4763）▼山
城北保健所（�21-2163）

ふるさと市民歌謡発表会
文化協会は市民歌謡発表会の
出場者を募集します。9月2日�
午前9時から、中央公民館。歌
謡曲。参加資格は市内在住・通
勤・通学する人。2,000円(弁当
代含む)。7月20日�までに申し
込み。
	文化協会歌謡の部・竹島

（�62-1636）

「少年の主張」京都府大会
9月24日�午後1時～4時30分、
京都テルサ。
【発表テーマ】
A.社会や世界に向けての意
見、未来への希望や提案など。
B.家庭、学校生活、社会（地域
活動）または身の回りや友だち
との関わりなど。C.テレビや新
聞などで報道されている少年の
問題行動、大人や社会のさまざ
まなできごとに対する意見や感
想、提言など。以上のいずれか
に該当し、心からの思いや考え
ていること、感銘を受けたこと
などを、少年らしい自由でユ
ニークな発想で、飾り気のない
言葉でまとめたもの。
【発表方法】
①作文部門…5分以内（400字

詰原稿用紙4枚程度）②パフ
ォーマンス部門…1グループ5分
以内（劇・音楽・漫才などなん
でも。ただし、発表者の主張が
明確に表現されているもの）
【応募対象】
①作文部門…府内に在住の中
学生とそれに相応する学籍、ま
たは年齢の人②パフォーマンス
部門…府内に在住の中学生とそ
れに相応する2人以上のグルー
プ
【応募方法】
①作文部門…氏名、住所、学
校名、学年、電話番号を書いて
事務局に送付②パフォーマンス
部門…デモテープまたはビデオ
テープに氏名またはグループ
名、構成メンバー氏名、住所、
学校名、学年、電話番号を書い
て事務局に送付
【しめきり】
7月31日�（当日消印有効）。
	�府青少年育成協会（〒
601-8047京都市南区東九条下
殿田町70 京都府民総合交流プ
ラザ、�075-692-3352、�
075-692-3353、メールアドレ
スkpyda@cello.ocn.ne.jp）

市民詩吟詩舞発表会
文化協会は市民詩吟詩舞発表
会の出演者を募集します。
10月7日�午後1時から、中央
公民館。詩吟、剣・扇舞、構成
吟、俳句吟など。参加資格は市
内在住・通勤・通学する人。7
月31日�までに申し込み。
	詩吟詩舞連盟会長・綛谷

（�62-1956）

模擬患者役ボランティア
同志社女子大学は、薬学部生
に対する臨床コミュニケーショ
ン教育の充実を図るため、模擬
患者（＝ＳＰ）役を演じてくだ
さるボランティアを募集しま
す。
特別な資格や経験は必要あり
ません。用意された患者シナリ
オに沿ってあなたが演じる何通
りかの患者像が、対応する薬剤
師役の学生のコミュニケーショ
ン技能を磨き、理想的な医療人
へと育みます。
ＳＰは、次世代の医療人を自
らの手で育てるという生きがい
を実感できるボランティア活動
です。
	同志社女子大学薬学部臨床
薬剤学研究室（�65-8496）
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社交ダンスパーティ
社交ダンスサークル「ルンバ
南京都」は、七夕前夜祭・ダン
スパーティを開きます。
7月6日�午後6時～9時30分、
北部住民センター。5 0 0円
（サークル会員無料）。
�ルンバ南京都・奥村（�
64-2685）

かがやき環境問題部会
京田辺女性ネットワークの会
かがやきの環境問題部会は、リ
サイクルプラザの見学会を行い
ます。
7月20日�午前9時45分～正
午。集合は市役所北側駐車場。
リサイクルプラザ見学とリユー
ス(再利用)についての学習。7
月13日�までに申し込み。
	▼京田辺女性ネットワーク
の会かがやき・岡田（�65-
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0580）▼中央公民館（�62-
2552）

親子体操
7月18日�午前10時～11時15
分、中部住民センター。対象は、
2・3歳児とその保護者。無料。
ボール、なわとび、上靴、タオ
ル、お茶を持参。指導は、ス
ポーツ少年団認定指導員の山本
ゆみ子さんほか。申込不要。
�草内民生児童員協議会▼草
島（�65-1551）▼山崎（�
62-2217）▼四宮（�62-5557）

郷土史会古文書を読む会
7月21日�午前9時30分～正
午、社会福祉センター。講師は、
ふるさとミュージアム山城の伊
藤太さんと精華町教育委員会の
中川博勝さん。300円。申込不
要。
�京田辺市郷土史会・岡山
(�63-2244)

住まいの駆け込み寺
ＮＰＯ法人住まいの情報コミ
ュニティーＣＭＡは、住宅の諸
問題の相談に、住まいの専門家
がチームを組んで応じます。
7月22日�午後1時30分～4時、
スタジオケイ事務所。無料。申
込不要。
�ＮＰＯ法人住まいの情報コ
ミュニティーＣＭＡ担当事務
所・スタジオケイ（�64-7187）

普通救命講習会
消防署では、ＡＥＤ（自動体
外式除細動器）を用いた救急蘇
生法の講習会を行います。
▼7月25日�午前9時～正午、
消防署。20人▼8月4日�午前9
時～正午、北部分署。10人
無料。前日までに、直接また
は電話で申し込み。
	▼消防署（�63-1125）▼
消防署北部分署（�65-0119）

ふれあい体験講座
府教育委員会は、養護学校の
子どもたちが日ごろ取り組んで
いる授業を一緒に体験する「ふ
れあい体験講座」を開きます。
▼学校見学…8月6日�、午前
10時～正午▼公開講座…8月23
日�、午前10時～正午。テーマ
は「自閉症のある子どもの行動
理解と教育的支援」。講師は、
京都教育大学准教授の佐藤克敏
さん▼講座…8月31日�、午前

10時～正午。テーマは「障害の
理解を深める」▼体験学習、学
校祭見学など…9月13日�午後1
時～4時、9月21日�午後1時～4
時、10月4日�午前9時～正午
南山城養護学校（精華町）。
対象は、18歳以上の人。20人程
度。無料。公開講座だけの申込
可。7月27日�までに申し込み。
	府立南山城養護学校開放講
座係（〒619-0231精華町山田、
�72-7255、�72-7256）

ボランティア養成講座
府立城陽養護学校は、障害の
ある児童生徒の地域生活を支援
するボランティアの養成講座を
開きます。
8月25日�・9月22日�・10月
20日�午前9時～正午、11月11
日�午後1時～4時30分。府立城
陽養護学校（城陽市）。対象は、
高校・大学・専門学校生、一般
の人（PTAなど）。
内容は、「ボランティア体験
にあたっての基礎的な技能や留
意点」「本校重症心身障害・病
弱・知的障害児童生徒の理解」
をテーマにした講義と高等部生
徒とスポーツを楽しむなどのボ
ランティア体験。
国立病院機構南京都病院しら
うめ病棟に入院している人に対
するボランティア活動「ふれあ
い教室」にも参加します。

15人程度。無料（交通費は自
己負担）。はがき、ファクス、
電話、ホームページで、郵便番
号、住所、氏名、性別、年齢、
電話番号を書いて7月27日�
（当日消印有効）までに申し込
み。
	府立城陽養護学校（〒610-
0113城陽市中芦原1-4、�53-
7100、�53-4044、ホームペー
ジアドレスhttp://www1.kyoto-
be.ne.jp/jyouyou-s/)

夏のクラシック・コンサート
世界が注目する指揮者・阪哲
朗さんが、日本音楽コンクール
第1位、日伊声楽コンコルソ第1
位、イタリア声楽コンコルソ・
シエナ大賞を相次いで受賞し、
国内三大声楽コンクールの「三
冠王」として話題を呼んだプリ
マ・ドンナ、木下美穂子さんと
ともに、歌劇をお贈りします。
7月28日�午後2時から（開場
は午後1時30分）、けいはんなプ
ラザメインホール。
出演＝阪哲朗／Conductor、
木下美穂子／Soprano、アンサ
ンブル・神戸／Orchestra
入場料（全席指定）＝▼前売
券…一般3,500円、学生2,000円
▼当日券…4,000円（前売りで
完売した場合、当日券の販売は
ありません）
駐車場は無料。
	実行委員会事務局けいは
んな交流事業部（�95-5115）

こどもサマーキャンプ
同志社大学は京都ＹＭＣＡと
一緒に、小学生を対象とした
『けいはんなこどもサマーキャ
ンプ～わくわくドキドキ探険隊
～』を開きます。
琵琶湖のほとりのキャンプ場
で、この場所・この時期ならで
はの工夫を凝らしたプログラム
を提供する、同志社大学生らに
よって企画・運営されるキャン
プです。
キャンプでは、子ども8人に
対し1人の指導者が24時間、生
活を共にします。なお、集団で
の活動に支障のあるお子さま
は、あらかじめお申し出くださ
い。
8月14日�～16日�の2泊3日、
京都YMCAサバエ教育キャンプ
場(滋賀県近江八幡市)。対象は、
けいはんな地域(京田辺市・精
華町・木津川市など)に在住す
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市民総体
【ソフトバレーボール】
8月5日�午前9時から、田辺
中央体育館。男子の部・女子の
部。対象は、市内に在住・通
勤・通学する中学生以上の人。
体協ソフトバレーボール連盟
登録チームは1チーム1,000円、
未登録チームは1チーム2,000
円。7月16日�午後5時までに申
し込み。
	社会体育協会事務局（田辺
中央体育館内、〒610-0331京
田辺市田辺丸山19、�62-1501、
�62-1534)

る小学校3～6年生。内容は、キ
ャンプファイヤー、カヌー体験、
宝探しゲームなど。先着48人。
参加費は27,000円。
	けいはんなこどもサマーキ
ャンプ事務局（京都YMCA内、
�075-231-4388）

けいはんな映画劇場
「不都合な真実」〈環境スペシ
ャル〉
▼7月6日�午前10時30分か
ら、午後2時から、午後7時から
▼7月7日�・8日�午前10時30
分から、午後1時15分から、午
後3時45分から
けいはんなプラザ（精華町）。
一般1,000円、中学生以下と60
歳以上700円、けいはんなプラ
ザ友の会会員700円。
「ナイト・ミュージアム」(日
本語吹替版)〈ファミリースペ
シャル〉
7月14日�・15日�午前10時
30分から、午後1時15分から、
午後4時から。
�けいはんな交流事業部（�
95-5115）

アスピア映画上映会
「5等になりたい」
8月4日�午前10時30分から、
午後1時30分から。
アスピアやましろ（木津川
市）。前売大人800円、子ども
500円（当日は200円増し）。親
子1,000円（前売のみ）。電話予
約可。
	山城総合文化センターアス
ピアやましろ（�86-5851）

おはなし会
▼7月7日�…ふしぎなたいこ
▼14日�…かもとりごんべえ▼
18日�…きんぎょがにげた＜英
語のおはなし会＞▼21日�…な
まくらトック▼28日�…ヘンゼ
ルとグレーテル
土曜日…午後3時～3時30分、
18日�は午後3時30分から。

ギャラリー
▼「頭がいかれた男油絵2人
展」：北川欽造氏＝7月3日�～
8日�▼「山本賢二とフォトの
仲間」：山本賢二＝7月10日�
～15日�▼「未明の『ヘタの書
展』」：井関士郎＝7月18日�～

22日�▼「にしだやすじのひと
り遊び点々展それから」：西田
保次＝7月31日�～8月5日�

映画会
今月は「海が舞台の映画」の
特集です。
▼7月7日…スプラッシュ▼14
日…ビッグウェンズデー▼21日
…彼女が水着にきがえたら▼28
日…フリッパー
いずれも土曜日の午前10時30
分から。

おはなし会
▼7月7日�…14ひきのせんた
く▼14日�…ふしぎなたいこ▼
21日�…井戸に落ちた雷さま▼
25日�…おおきなおおきなねこ
▼26日�…げんごろう▼8月2日

おはなし会
▼7月11日…かぶとむしのぶ
んた▼18日…かえるのうらめし
やさん
いずれも水曜日、午後4時～4
時30分。

中部分室子ども映画会
7月21日�▼午後0時30分から
…かいけつゾロリなぞのお宝大
作戦▼午後1時30分から…マダ
ガスカル。申込不要

�…もぐらのバイオリン
いずれも午前11時～11時30
分。
※夏休み期間中の土曜日のお
はなし会は、木曜日になります。
また、水曜日のおはなし会の
時間は、11時からになります。

市
水
道
部
は
、
水
道
事

務
所
１
階
業
務
課
で
５
月

２１
日
か
ら
、
昼
休
み
時
間

帯(

正
午
〜
午
後
１
時)

で

の
、
窓
口
業
務
の
取
り
扱

い
を
始
め
ま
し
た
。

▼
上
下
水
道
料
金
の
お

支
払
い
…
納
付
書
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
な
い
場

合
は
、
再
発
行
し
ま
す

▼
開
閉
栓
の
申
請
…
開

栓
の
場
合
の
み
、
手
数
料

５
０
０
円
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い

な
お
、
緊
急
修
理
を
除

き
、
そ
の
ほ
か
の
手
続
き

な
ど
は
、
平
常
時
間
中

（
午
前
８
時
３０
分
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
５
時
１５
分
）

に
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
業
務
課

（
�
６２
・
０
４
１
４
）

 

昼
も
窓
口
開
き
ま
す 

料
金
支
払
い
と
開
閉
栓
の
申
請
が
可
能 
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水道事務所1階のカウンター
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今回は、塾生の体験談をご紹介します。
お茶づくりは一回、一回が真剣勝負。師匠

（山下先生）は言葉でいちいち説明しない。ある
時、機械もみをしていた。粗揉機が、”グワラグ
ワラ”と回っていた。「出せ」、師匠の一言だ。
もまれて熱くなった茶葉の固まりを小さな竹ボ
ウキで出しはじめた。「手で出せ」、こわごわ素
手で粗揉機から出した。熱かったが少しずつ慣
れていった。
家に帰ってからも、ずっと考えていた。他の
人が竹ボウキで出していたのに俺のときだけな
ぜ、手を使って出せと言われたのか？。やっと
分かったのは三日たってから。「手もみ玉露と同
じ感触を手に覚えさせろ」と言いたかったのだ
と分かったときはうれしかった。
あれから二年たった今、手もみ玉露の真似ご
とが、少しできるようになってきた。師匠のお
かげである。お茶づくりは体で覚えるしかない。
玉露づくり日本一の先生から教えてもらえる喜
びがちょっぴり分かりはじめた。
問合せ先＝農政課（�64-1362）

第
４２
回
京
田
辺
市
民
文
化

祭
実
行
委
員
会
は
、
１１
月
３

日
�
・
４
日
�
に
行
う
市
民

文
化
祭
の
標
語
と
、
作
品
の

展
示
者
・
舞
台
発
表
の
出
演

者
・
模
擬
店
の
出
店
者
を
募

集
し
ま
す
。【

標
語
】

応
募
方
法
＝
は

が
き
に
市
民
文
化

祭
の
標
語
（
何
点

で
も
可
）
と
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・

年
齢
・
住
所
・
電

話
番
号
を
書
い
て

郵
送
す
る
か
、
中

央
公
民
館
に
備
え

付
け
の
用
紙
に
必

要
事
項
を
書
い

て
、
応
募
（
フ
ァ

ク
ス
可
）
し
て
く

だ
さ
い

し
め
き
り
＝
８

月
３
日
�

【
展
示
・
舞
台
出
演
・
模

擬
店
】

申
込
方
法
＝
▼
区
・
自
治

会
の
サ
ー
ク
ル
や
子
ど
も
会

な
ど
に
所
属
の
人
…
各
区
・

自
治
会
の
文
化
協
会
の
支
部

長
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

▼
そ
れ
以
外
の
サ
ー
ク
ル
・

団
体
に
所
属
の
人
…
中
央
公

民
館
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
申

茶 
さ 

苦 
く 

楽 
ら 

れぽ～と 茶 
さ 

苦 
く 

楽 
ら 

れぽ～と 
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れぽ～と 茶 
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苦 
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楽 
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～京田辺玉露を守るため・ 
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消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
戸
建
て
住
宅

店
舗
併
用
住
宅
、
共
同
住
宅
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
家
族
を
守
る
住
宅
防
火
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
寝
室
・
階
段
・
台

所
な
ど
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。 

　
問
合
せ
先
＝
消
防
本
部
予
防
課
（
�

６３
・
７
８
２
６
） 

住宅用火災警報器 
設置していますか 

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
８
月
３
日
�

【
応
募
・
問
合
せ
先
】

第
４２
回
京
田
辺
市
民
文
化

祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（
中 展示・舞台出演・出店しませんか 

標
語
・
参
加
者
を
募
集 

第
４２
回
京
田
辺
市
民
文
化
祭 

市
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
お
昼
の
ひ
と
時
を
音
楽
で

楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、

３１
回
目
と
な
る
「
市
民
ふ
れ

あ
い
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
き
ま
す
。

今
回
は
、
ｊ
ｅ
ｔ(

全
日

本
エ
レ
ク
ト
ー
ン
指
導
者
協

会)

講
師
で
結
成
し
た
グ

ル
ー
プ
「
花
音(

か
の
ん)

」

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
エ
レ
ク

ト
ー
ン(

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ａ)

、

キ
ー
ボ
ー
ド
と
ピ
ア
ニ
カ
の

演
奏
で
す
。

日
時
＝
７
月
１３
日
�
午
後

０
時
２０
分
〜
５０
分

場
所
＝
市
役
所
２
階
市
民

ホ
ー
ル
と
そ
の
周
辺

出
演
＝
花
音
（
か
の
ん
）

曲
目
＝
パ
イ
レ
ー
ツ
・
オ

ブ
・
カ
リ
ビ
ア
ン
・
メ
ド

レ
ー
、
故
郷(

ふ
る
さ
と)

、

天
城
越
え
〜
川
の
流
れ
の
よ

う
に
、
千
の
風
に
な
っ
て
、

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
・
ジ
ャ
ズ
・

メ
ド
レ
ー
な
ど

問
合
せ
先
＝
企
画
財
政
課

（
�
６４
・
１
３
１
０
）

市
民
ふ
れ
あ
い
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

7月13日 

お
昼
の
ひ
と
時
を
音
楽
で 

お
昼
の
ひ
と
時
を
音
楽
で 

央
公
民
館
内
、
〒
６
１
０
・

０
３
３
１
京
田
辺
市
田
辺
丸

山
２
１
４
、
�
６２
・
２
５
５

２
、
�
６２
・
２
５
１
９
）

展示・舞台出演・出店しませんか 展示・舞台出演・出店しませんか  

「
多
様
な
文
化
を
も
つ

人
と
の
出
会
い
の
中
で
、

自
分
の
経
験
を
海
外
で
生

か
し
た
い
と
思
い
応
募
し

た
」
と
話
す
堤
高
穂
さ
ん

（
５７
歳
）。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
日
系

社
会
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
・

パ
ラ
ナ
州
マ
リ
ン
ガ
市
に

派
遣
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

り
、
石
井
市
長
を
訪
問
。

堤
さ
ん
は
、
松
井
ケ
丘
在

住
。
枚
方
市
の
小
学
校
で

教
員
を
し
、
退
職
後
本
市

の
日
本
語
教
室
で
在
日
外

国
人
ら
に
日
本
語
を
教
え

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
を

つ
と
め
て
き
た
。

７
月
か
ら
２
年
間
派
遣

さ
れ
、
現
地
の
１７
学
校
を

巡
回
し
、
先
生
の
日
本
語

指
導
を
行
う
。「
ブ
ラ
ジ

ル
で
は
、
言
葉
遊
び
や
手

遊
び
な
ど
、
子
ど
も
が
楽

し
ん
で
で
き
る
も
の
を
教

え
よ
う
と
思
う
。
日
本
語

指
導
を
す
る
だ
け
で
な

く
、
日
本
の
文
化
も
伝
え

た
い
」
と
抱
負
を
語
る
堤

さ
ん
は
、「
少
し
で
も
日

系
社
会
の
役
に
立
ち
た

い
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
文
化
を

知
っ
て
帰
国
し
、
日
本
に

い
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
子
ど
も

た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
」
と
熱
い
思
い
も

語
り
ま
し
た
。

石
井
市
長
は
、「
体
に

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

帰
国
後
は
、
体
験
し
た
こ

と
を
市
の
国
際
交
流
に
も

役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
激

励
し
ま
し
た
（
＝
写
真

㊦
）。

石
井
市
長
を
表
敬

石
井
市
長
を
表
敬 

堤
さ
ん

堤
さ
ん 

日
系
社
会
へ
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

石
井
市
長
を
表
敬 

堤
さ
ん 

日
系
社
会
へ
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

京
田
辺
市
い
け
ば
な

協
会
が
６
月
１６
・
１７
日
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

で
協
会
展
を
開
き
、
６

０
０
人
を
集
め
た
（
＝

写
真
㊤
）。

年
に
１
回
の
合
同
作

品
展
で
１１
流
派
、
４７
人

が
４８
作
品
を
披
露
。
季

節
の
花
を
取
り
入
れ
た

作
品
の
ほ
か
、
柿
朴
や

松
、
造
形
卵
な
ど
で
作

ら
れ
た
大
作
が
来
場
者

を
魅
了
し
た
。

い
け
ば
な
協
会
の
喜

多
正
洲
会
長
は
、「
各
流

派
と
も
特
色
を
出
し
た

い
い
作
品
が
多
い
」

「
年
々
、
作
品
の
レ
ベ
ル

が
上
が
る
と
と
も
に
来

場
者
が
増
え
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
た
。

６
月
１１
日
、
同
志
社
国
際

中
・
高
の
生
徒
た
ち
が
キ
リ

ス
ト
教
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系

協
会
の
行
事
「
花
の
日
」
に

合
わ
せ
て
市
役
所
を
訪
問
。

生
徒
た
ち
は
、
花
束
を
市
職

員
に
贈
り
「
い
つ
も
お
世
話

に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
た
（
＝
写
真
㊤
）。

そ
の
後
、
消
防
署
や
病
院
に

も
感
謝
の
気
持
ち
を
届
け
て

い
た
。

花
の
日
は
、
１９
世
紀
に
ア

メ
リ
カ
の
教
会
で
６
月
の
第

二
日
曜
を
「
こ
ど
も
の
日
」

と
し
て
教
会
行
事
に
加
え
た

こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。

ＰＯＣＫＥＴ
ＣＡＭＥＲ

Ａ
ポ
ケ
ッ
ト
カ
メ
ラ
ＰＯＣＫＥＴＣＡＭＥＲＡポケ

ット

カ
メ
ラ
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｍ
ＥＲ
Ａ

ポケ
ット
カメラ 　　

まちのできごとをまちのできごとを 
紹介します紹介します 

まちのできごとを 
紹介します 

ポケットポケット 
　カメラ　カメラ 
ポケット 
　カメラ 

ポケット 
　カメラ 

感
謝
の
気
持
ち
届
け
に 

同
志
社
国
際
中
・
高
生

同
志
社
国
際
中
・
高
生 

感
謝
の
気
持
ち
届
け
に 

同
志
社
国
際
中
・
高
生 

で
ホ
ー
ル
彩
る

で
ホ
ー
ル
彩
る 

で
ホ
ー
ル
彩
る 

「笑いの効用」テーマに 
南先生講演 ノーマルおくさんの 

「笑いの効用」テーマに 
南先生講演 ノーマルおくさんの 

中
央
公
民
館
は
、
市
民
大
学

を
６
月
８
日
に
開
講
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
笑
い

の
効
用
」。
広
報
き
ょ
う
た
な

べ
で
お
馴
染
み
の
漫
画
家
・
南

久
美
子
先
生
が
講
演
し
た
（
＝

写
真
㊧
）。
平
安
神
宮
で
の
展

示
会
の
模
様
な
ど
テ
ー
マ
別
に

ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て
紹
介
。
終

始
笑
い
の
絶
え
な
い
会
場
は
、

先
生
の
言
う
笑
い
の
効
用
「
生

き
る
力
」「
癒
し
」
で
満
ち
溢

れ
て
い
た
。

今
年
か
ら
市
民
大
学
は
、
昨

年
受
講
し
た
人
が
企
画
員
と
な

り
、
講
師
や
テ
ー
マ
を
決
め
て

運
営
。
幸
先
い
い
出
足
と
な
っ

た
。


